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１
黒
澤
明
監
督
作
『
天
国
と
地
獄
』（
一
九
六
三
年
公
開
）
は
身
代
金
誘
拐
を
め
ぐ
る
サ
ス
ペ
ン
ス
劇
だ
が
、
被
害
者
は
丘
の
上
で
優
雅
に
暮
ら
し
、
犯
人
は
日
の
当
た
ら
な
い
安
ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
る
。
そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
の
対
照
が
｢ 天
国
｣ と
｢ 地
獄
｣ に
喩
え
ら
れ
て
い
る
と
一
般
に
は
受
け
取
ら
れ
て
い
る
。
誘
拐
犯
は
四
回
目
の
脅
迫
電
話
の
中
で
こ
う
言
う
。
15サ
ロ
ン
電
話
の
声
｢ （
そ
っ
ち
は
）
丘
の
上
に
お
高
く
構
え
や
が
っ
て
…
…
今
日
は
こ
っ
ち
は
う
だ
っ
て
る
ん
だ
、
こ
こ
は
そ
れ
こ
そ
地、獄、の
釜
の
中
さ
、
不
快
指
数
一
〇
〇
。
で
も
そ
っ
ち
は
冷
房
完
備
、
涼
し
過
ぎ
る
位
だ
ろ
う
｣
さ
ら
に
犯
人
竹
内
は
、
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
留
置
場
面
会
室
で
次
の
よ
う
に
告
白
す
る
。
122
刑
務
所
・
面
会
室
竹
内
｢ 私
の
ア
パ
ー
ト
の
部
屋
は
、
冬
は
寒
く
て
寝
ら
れ
な
い
、
夏
は
暑
く
て
寝
ら
れ
な
い
…
…
そ
の
三
畳
か
ら
見
上
げ
る
と
、
あ
な
た
の
家
は
天、国、に
見
え
ま
し
た
よ
｣
( 略
)
竹
内
｢ 私
は
死
刑
な
ん
か
怖
く
も
な
ん
と
も
な
い
、
地、獄、
へ
行
く
の
も
平
気
だ
…
…
私
は
生
れ
た
時
か
ら
地、獄、み
た
い
な
生
活
に
慣
れ
て
る
ん
で
す
…
…
フ
フ
フ
…
…
天、
国、へ
行
け
な
ん
て
言
わ
れ
た
ら
、
そ
れ
こ
そ
本
当
に
ふ
る
え
上
が
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
ね
…
…
ハ
ハ
ハ
｣
誘
拐
犯
は
、
｢ 地
獄
の
釜
｣ の
よ
う
な
｢ ア
パ
ー
ト
の
部
屋
｣ か
ら
見
上
げ
る
と
被
害
者
の
家
は
｢ 天
国
に
見
え
｣ た
と
述
べ
、
こ
れ
ま
で
自
分
は
｢ 地
獄
み
た
い
な
生
活
｣ を
し
て
き
た
と
言
う
。
犯
人
か
ら
す
れ
ば
、
被
害
者
は
｢ 天
国
｣ み
た
い
な
家
に
住
ん
で
い
る
｢ 幸
福
な
人
｣ な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
セ
リ
フ
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
本
作
は
｢ 天
国
と
地
獄
｣ と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
1
『
天
国
と
地
獄
』
の
「
地
獄
」
の
起
源
し
か
し
、
犯
人
は
｢ 三
畳
｣ の
部
屋
に
住
む
貧
し
い
学
生
で
は
あ
る
が
、
イ
ン
タ
ー
ン
（
｢ 見
習
の
医
学
生
｣ ）
で
あ
り
、
将
来
医
者
に
な
る
こ
と
を
約
束
さ
れ
た
人
間
で
あ
っ
た
。
ま
た
被
害
者
は
（
た
し
か
に
夫
人
の
持
参
金
を
も
と
に
五
千
万
円
の
資
産
を
作
ろ
う
と
す
る
が
）
あ
る
会
社
の
一
重
役
に
す
ぎ
ず
、
作
中
で
豪
華
な
生
活
が
具
体
的
に
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
作
が
、
例
え
ば
大
会
社
の
社
長
や
会
長
の
華
麗
で
贅
沢
な
暮
ら
し
を
詳
細
に
描
き
、
一
方
で
無
産
労
働
者
の
極
貧
の
生
活
を
活
写
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、「
天
国
と
地
獄
」
と
い
う
極
端
な
対
比
を
意
味
す
る
タ
イ
ト
ル
も
納
得
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
（
ち
な
み
に
本
作
英
題
は
「
ヘ
ブ
ン
・
ア
ン
ド
・
ヘ
ル
」
で
は
な、く、、「
ハ
イ
・
ア
ン
ド
・
ロ
ー
」
で
あ
る
）。
本
稿
で
は
、
黒
澤
が
こ
の
作
品
を
｢ 上
と
下
｣ と
か
「
丘
に
住
む
者
と
谷
に
住
む
者
」
な
ど
と
命
名
せ
ず
に
、
な
ぜ
あ
え
て
「
天
国
と
地
獄
」
と
し
た
の
か
、
そ
の
背
景
に
ひ
そ
む
も
の
を
、
特
に
「
地
獄
」
と
い
う
語
に
焦
点
を
当
て
て
探
究
し
て
み
た
い
。
２
『
天
国
と
地
獄
』
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、「
地
獄
」
と
い
う
語
は
右
に
引
用
し
た
箇
所
で
使
わ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
犯
人
が
麻
薬
の
効
力
を
試
す
た
め
に
訪
れ
た
街
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
103黄
金
町
の
麻
薬
街
こ
こ
へ
入
る
と
、
三
途
の
川
を
越
え
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
ペ
イ
中
（
＝
麻
薬
中
毒
者
）
が
、
成
仏
し
き
れ
な
い
亡
者
の
よ
う
に
せ
ま
い
通
り
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
「
三
途
の
川
を
越
え
た
よ
う
な
」
｢ 成
仏
し
き
れ
な
い
亡
者
｣
が
い
る
所
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
あ
の
世
」
の
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
黄
金
町
の
麻
薬
街
の
様
子
は
｢ あ
の
世
｣ の
さ
ま
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
完
成
し
た
映
画
で
は
、
こ
の
黄
金
町
の
場
面
で
幽
鬼
の
泣
き
声
の
よ
う
な
女
性
の
詠
唱
が
流
れ
る
。
本
作
に
お
け
る
黄
金
町
の
映
像
と
音
楽
は
、
こ
の
麻
薬
と
売
春
の
街
を
（「
あ
の
世
」
に
お
け
る
）
｢ 地
獄
｣ の
ご
と
き
も
の
と
し
て
描
こ
う
と
し
て
い
る
。
「
地
獄
」
と
い
う
語
は
『
天
国
と
地
獄
』
以
前
の
黒
澤
作
品
で
は
『
ど
ん
底
』（
一
九
五
七
年
公
開
）
に
出
て
く
る
。『
ど
ん
底
』
冒
頭
部
分
で
「
役
者
」
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
登
場
す
る
。
役
者
「
( ボ
ロ
ッ
切
れ
の
間
か
ら
首
を
出
し
て
) 今
に
お
め
え
、
本
当
に
地、獄、へ
落
ち
る
ぜ
」
喜
三
郎
｢ 何
を
、
間
抜
け
目
め
…
…
地、獄、に
居
る
奴
が
よ
、
ど
う
し
て
地、獄、へ
落
ち
る
ん
だ
｣
2
｢ 地
獄
｣ と
い
う
言
葉
が
三
度
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、
原
作
の
『
ど
ん
底
』（
ゴ
ー
リ
キ
ー
、
一
九
〇
二
年
）
で
は
こ
の
箇
所
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。
役
者
。（
暖
炉
の
上
よ
り
首
を
延
ば
し
）
今
に
叩
き
殺
さ
れ
る
か
も
知
れ
ね
え
ぜ
。
サ
チ
ン
。
馬
鹿
野
郎
。
役
者
。
馬
鹿
野
郎
だ
と
。
な
ぜ
よ
。
Ａ
サ
チ
ン
。
分
か
ら
ね
え
な
。
二
度
叩
き
殺
さ
れ
る
奴
が
あ
る
か
。
右
は
演
劇
『
ど
ん
底
』
の
公
演
に
あ
た
っ
て
最
も
流
布
し
た
小
山
内
薫
訳
で
あ
る
が
（『
世
界
名
作
文
庫
』
三
一
〇
『
ど
ん
底
』
春
陽
堂
、
一
九
三
五
年
、
ゆ
ま
に
書
房
の
復
刻
版
『
昭
和
初
期
世
界
名
作
翻
訳
全
集
』
一
六
『
ど
ん
底
』
二
〇
〇
四
年
に
よ
る
）、
引
用
か
ら
分
か
る
よ
う
に
映
画
版
に
対
応
す
る
箇
所
に
｢ 地
獄
｣ の
語
は
な
い
。
右
の
や
り
と
り
は
小
山
内
訳
だ
と
意
味
を
解
し
に
く
い
が
、
他
の
翻
訳
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
サ
チ
ン
の
傍
線
部
分
の
セ
リ
フ
Ａ
に
つ
い
て
、
小
山
内
以
外
の
訳
を
引
用
す
る
。
Ｂ
サ
チ
ン
何
が
つ
て
、
人
間
は
二
度
と
く
た
ば
れ
る
も
ん
ぢ
や
ね
え
や
。（
昇
曙
夢
・
上
脇
進
訳
、
ゴ
ー
リ
キ
イ
全
集
、
改
造
社
、
一
九
三
一
年
）
Ｃ
サ
ー
チ
ン
何
が
つ
て
、
人
間
は
二
度
打
ち
殺
さ
れ
る
も
ん
ぢ
や
ね
え
や
い
。（
中
村
白
葉
訳
『
ど
ん
底
』
岩
波
文
庫
、
一
九
三
六
年
）
Ｄ
サ
ー
チ
ン
き
ま
つ
て
ゐ
る
ぢ
や
ね
え
か
、
一
度
殺
さ
れ
り
や
二
度
殺
さ
れ
る
事
ア
ね
え
か
ら
だ
わ
な
。
( 原
久
一
郎
訳
『
ど
ん
底
』
鈴
蘭
書
房
、
一
九
四
六
年
)
一
九
五
七
年
の
黒
澤
版
『
ど
ん
底
』
は
原
久
一
郎
の
翻
訳
Ｄ
（
あ
る
い
は
Ｄ
の
影
響
を
受
け
た
翻
訳
）
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
映
画
版
『
ど
ん
底
』
で
は
、
サ
ー
チ
ン
（
喜
三
郎
）
は
｢ 自
分
は
す
で
に
地
獄
に
い
る
か
ら
、
も
は
や
地
獄
に
落
ち
る
わ
け
は
な
い
｣ と
言
う
が
、
こ
の
セ
リ
フ
は
『
ど
ん
底
』
の
翻
案
者
（
小
国
英
雄
・
黒
澤
明
）
の
創
作
で
あ
る
こ
と
が
右
の
訳
例
か
ら
分
か
る
。
黒
澤
は
『
ど
ん
底
』
の
棟
割
長
屋
の
生
活
を
「
地
獄
」
の
ご
と
き
も
の
と
捉
え
て
い
る
。
３
作
家
下
村
千
秋
（
一
八
九
三
年
～
一
九
五
五
年
）
に
『
天
国
3
の
記
録
』（
『
中
央
公
論
』
一
九
三
〇
年
七
月
、
の
ち
『
天
国
の
記
録
』
中
央
公
論
社
、
一
九
三
一
年
所
収
）
と
い
う
中
編
小
説
が
あ
る
。
エ
ピ
グ
ラ
フ
に
｢ 彼
女
た
ち
は
か
う
し
て
、
そ
の
血
と
肉
と
を
搾
り
尽
さ
れ
た
｣ と
あ
る
よ
う
に
、
私
娼
窟
の
悲
惨
な
実
態
を
描
い
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
で
あ
る
。
表
題
の
｢ 天
国
｣ の
語
に
は
、
客
に
と
っ
て
は
｢ 天
国
｣ だ
が
、
勤
め
る
女
た
ち
に
と
っ
て
は
｢ 地
獄
｣ で
あ
る
と
い
う
皮
肉
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
小
説
に
は
｢ 地
獄
｣ の
語
が
頻
出
す
る
。
書
き
抜
い
て
み
よ
う
。彼
女
の
耳
に
は
、
女
達
の
叫
び
声
が
、
地、獄、の
底
か
ら
漏
れ
て
来
る
阿
鼻
叫
喚
に
聞
え
た
。（
一
）
｢ お
前
達
に
取
つ
ち
や
、
こ
の
中
は
極
楽
で
、
こ
の
外
は
ど
こ
も
か
も
地、獄、な
ん
だ
｣ （
一
）
｢ ど
つ
か
の
若
旦
那
で
も
引
つ
か
け
る
算
段
を
し
た
方
が
い
ゝ
わ
よ
。
地、獄、の
中
に
や
い
ゝ
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
な
い
ん
だ
か
ら
ね
。
｣ （
六
）
｢ あ
た
し
、
こ
の
世
で
地、獄、に
ば
か
り
ゐ
た
ん
だ
か
ら
、
死
ん
だ
ら
せ
め
て
天、国、へ
…
…
｣ （
九
）
（
死
は
）
自
分
と
同
じ
地、獄、に
う
め
い
て
ゐ
る
す
べ
て
の
女
達
の
周
囲
を
取
り
巻
い
て
、
隙
を
見
れ
ば
飛
び
か
ゝ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。（
九
）
こ
の
よ
う
に
私
娼
窟
が
｢ 地
獄
｣ で
あ
る
さ
ま
が
登
場
人
物
の
絶
望
と
と
も
に
暴
露
さ
れ
て
い
る
（
ち
な
み
に
「
地
獄
」
と
い
う
語
に
は
「
私
娼
。
ひ
そ
か
に
売
春
行
為
を
す
る
女
」
と
い
う
意
味
も
あ
る
）。
下
村
は
ま
た
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
翻
訳
書
『
ワ
ア
レ
ン
カ
・
オ
レ
ソ
ー
ウ
』（
聚
英
閣
、
一
九
二
四
年
）
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
序
文
で
彼
は
こ
う
記
す
。
彼
（
ゴ
ー
リ
キ
ー
）
の
生
ひ
立
ち
は
貧
窮
と
飢
餓
と
絶
望
等
の
連
続
で
あ
つ
た
。（
略
）
従
つ
て
彼
の
作
品
の
殆
ん
ど
は
さ
う
し
た
生
活
の
中
で
経
験
し
た
事
実
、
体
験
し
た
思
想
を
盛
つ
た
ど
ん
底
の
生
活
の
み
を
描
ゐ
て
い
る
。
（
略
）
こ
の
意
味
で
彼
は
純
粋
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の
作
家
で
あ
る
。
下
村
は
ゴ
ー
リ
キ
ー
を
｢ 純
粋
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ヤ
の
作
家
｣ と
規
定
し
て
い
る
。
4
４
黒
澤
は
一
九
二
九
年
ご
ろ
か
ら
一
九
三
二
年
春
ま
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
運
動
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
政
治
活
動
を
し
て
い
た
( 自
伝
『
蝦
蟇
の
油
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
) 。
彼
は
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
家
同
盟
の
第
二
回
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
大
展
覧
会
（
一
九
二
九
年
十
二
月
）
に
作
品
五
点
を
出
品
し
て
い
る
（
岡
本
唐
貴
・
松
山
文
雄
編
『
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
史
』
造
形
社
、
一
九
七
二
年
）。
こ
の
美
術
家
同
盟
は
ナ
ッ
プ
（
全
日
本
無
産
者
芸
術
団
体
協
議
会
）
に
所
属
す
る
が
、
ナ
ッ
プ
の
機
関
誌
『
戦
旗
』
一
九
二
九
年
十
二
月
号
に
は
右
の
大
展
覧
会
の
応
募
記
事
、
翌
一
九
三
〇
年
正
月
号
に
は
報
告
記
事
（
二
ペ
ー
ジ
、
写
真
付
き
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
こ
の
両
号
に
、
小
林
多
喜
二
『
蟹
工
船
』
（
戦
旗
社
、
一
九
二
九
年
九
月
）
と
徳
永
直
『
太
陽
の
な
い
街
』
（
戦
旗
社
、
一
九
二
九
年
十
二
月
）
の
一
ペ
ー
ジ
広
告
（
計
二
ペ
ー
ジ
）
が
大
き
く
載
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
右
の
二
作
品
は
日
本
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
を
代
表
す
る
作
品
と
さ
れ
て
い
る
が
、
黒
澤
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
美
術
同
盟
に
加
入
し
て
い
た
一
九
二
九
年
に
『
戦
旗
』
に
発
表
さ
れ
、
同
年
内
に
単
行
本
化
さ
れ
、
版
を
重
ね
て
い
る
。
『
蟹
工
船
』
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。
｢ お
い
、
地、獄、さ
行えぐ
ん
だ
で
！
｣
二
人
は
デ
ツ
キ
の
手
す
り
に
寄
り
か
ゝ
つ
て
、
蝸
牛
が
背
の
び
を
し
た
や
う
に
延
び
て
、
海
を
抱
え
込
ん
で
ゐ
る
函
館
を
見
て
ゐ
た
。（
『
戦
旗
』
一
九
二
九
年
五
月
）
右
の
｢ 地
獄
｣ の
語
は
、
蟹
を
取
っ
て
加
工
し
、
缶
詰
に
す
る
蟹
工
船
の
過
酷
な
労
働
の
さ
ま
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
『
太
陽
の
な
い
街
』
は
第
一
章
が
「
街
」
で
、
そ
の
Ⅰ
が
「
ビ
ラ
」、
そ
の
Ⅱ
は
「
上
と
下
」
と
小
題
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
Ⅱ
は
次
の
よ
う
に
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。
Ⅱ
上、と
下、
×
×
宮
は
、
御
機
嫌
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
「
×
×
宮
（
殿
下
）」
が
東
京
市
内
の
小
高
い
山
の
頂
（
す
な
わ
ち
「
上
」）
か
ら
「
下
」
を
見、下、ろ、し、、
殿
下
の
視
線
の
移
動
と
と
も
に
｢ 下
｣ の
光
景
を
順
に
描
写
し
て
い
く
。
殿
下
は
、
興
味
深
そ
う
に
聴
い
て
ゐ
ら
れ
た
が
、
フ
ト
校
長
へ
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
。
向
ふ
の
山
と
、
此
方
の
山
と
の
間
に
、
谷
が
あ
る
訳
だ
が
…
…
見
た
い
も
の
じ
や
。（
『
戦
旗
』
一
九
二
九
年
六
月
）
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こ
の
言
葉
を
聞
い
て
案
内
役
の
老
校
長
は
狼
狽
す
る
。
そ
の
谷
に
は
本
作
の
舞
台
と
な
る
「
谷
底
の
街
」「
太
陽
の
な
い
街
」
が
あ
り
、
そ
の
谷
底
に
は
「
東
京
随
一
の
貧
民
窟
ト
ン
ネ
ル
長
屋
」
や
千
川
ど
ぶ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
続
い
て
小
説
で
は
、
千
川
ど
ぶ
が
「
谷
底
の
街
」
の
中
心
で
あ
り
、
川
か
ら
丘
陵
に
沿
っ
て
上
る
に
つ
れ
て
、
や
や
裕
福
な
町
民
が
住
み
、
さ
ら
に
山
頂
に
は
（
本
作
の
労
働
争
議
の
舞
台
と
な
る
）
大
同
印
刷
会
社
の
社
長
の
邸
宅
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
る
。
地
形
の
「
上
と
下
」
が
そ
の
ま
ま
階
級
の
「
上
と
下
」
に
対
応
し
て
い
る
現
実
を
記
し
て
い
る
。
『
天
国
と
地
獄
』
の
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
に
は
丘
の
上
の
重
役
の
家
か
ら
見、下、ろ、し、た、横
浜
の
街
の
景
観
が
映
さ
れ
る
。
シ
ナ
リ
オ
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
た
。
１
権
藤
の
家
・
サ
ロ
ン
遠
く
横
浜
港
を
望
ん
だ
大
き
な
窓
は
、
直
下
に
ご、た、
ご、た、と、犇、め、き、合、っ、た、薄、汚、い、街、を
見
降
し
、
踏、み、
つ、ぶ、さ、れ、た、様、に、広
が
っ
て
い
る
そ
の
街
に
、
た
そ
が
れ
が
は
い
寄
っ
て
、
灯
火
が
ポ
ツ
ポ
ツ
ま
た
た
き
は
じ
め
て
い
る
。
出
来
上
が
っ
た
こ
の
場
面
の
映
像
自
体
は
横
浜
の
街
並
み
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
に
し
か
見
え
な
い
が
、
元
々
の
狙
い
は
丘
の
直、下、
に、広
が
る
「
ご
た
ご
た
と
犇
め
き
合
っ
た
薄
汚
い
街
」「
踏
み
つ
ぶ
さ
れ
た
様
に
広
が
っ
て
い
る
」
街
を
映
し
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
に
流
れ
る
音
楽
は
本
篇
の
｢ 黄
金
町
の
麻
薬
街
｣ で
流
れ
る
音
楽
と
似
て
お
り
、
こ
こ
で
は
音
楽
の
力
に
よ
っ
て
丘
の
下
の
街
の
不
気
味
さ
を
表
現
し
て
い
る
（
犯
人
の
住
所
も
シ
ナ
リ
オ
第
一
稿
で
は
｢ 西
区
谷、町、三
丁
目
六
番
地
｣ で
あ
っ
た
。
｢ 谷
町
｣ は
実
在
し
な
い
町
名
で
あ
る
）。
５
右
に
い
く
つ
か
例
を
示
し
た
よ
う
に
、「
地
獄
」
の
語
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
や
演
劇
に
お
い
て
無
産
者
や
売
春
婦
の
悲
惨
な
生
活
を
告
発
す
る
際
に
多
く
用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
よ
っ
て
私
は
映
画
『
天
国
と
地
獄
』
が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
映
画
で
あ
る
と
主
張
し
た
い
の
で
は
な
い
。
本
作
の
主
人
公
は
身
代
金
を
要
求
さ
れ
る
側
の
専
務
権
藤
で
あ
り
、
映
画
は
安
ア
パ
ー
ト
に
住
む
犯
人
竹
内
の
非
道
を
糾
弾
し
て
い
る
。
私
が
指
摘
し
た
い
こ
と
は
、
黒
澤
が
二
十
代
に
関
わ
っ
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
や
政
治
活
動
の
経
験
が
彼
の
思
考
の
枠
組
み
や
社
会
観
を
か
た
ち
づ
く
り
、
そ
れ
ら
が
『
天
国
と
地
獄
』
と
い
う
映
画
の
階
層
意
識
に
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
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こ
と
で
あ
る
。
黒
澤
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
芸
術
活
動
と
そ
の
後
の
映
画
と
の
関
連
は
ま
だ
よ
く
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
『
黒
澤
明
『
七
人
の
侍
』
創
作
ノ
ー
ト
』（
文
芸
春
秋
、
二
〇
一
〇
年
）
で
は
黒
澤
自
身
が
｢ 参
考
書
｣ の
筆
頭
に
フ
ア
ジ
エ
ー
エ
フ
（
一
九
〇
一
年
～
五
六
年
）
の
小
説
『
壊
滅
』（
一
九
二
七
年
）
の
名
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
小
説
は
農
民
等
の
パ
ル
チ
ザ
ン
（
武
装
し
た
非
正
規
軍
）
の
闘
争
と
壊
滅
の
歴
史
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
『
戦
旗
』（
一
九
二
八
年
五
月
創
刊
号
～
七
月
号
）
に
翻
訳
の
一
部
が
掲
載
さ
れ
、
一
九
二
九
年
に
単
行
本
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
『
戦
旗
』
一
九
二
九
年
四
月
号
に
は
フ
ア
ジ
エ
ー
エ
フ
自
筆
の
｢ 小
説
｢ 壊
滅
｣ 日
本
版
の
序
文
｣ と
｢ 自
伝
｣ が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
現
代
ソ
ヴ
エ
ー
ト
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
最
高
峰
」
と
当
時
称
さ
れ
た
本
書
を
黒
澤
が
ど
う
読
み
、
そ
れ
が
『
七
人
の
侍
』
（
一
九
五
四
年
公
開
）
に
ど
の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
検
証
は
今
後
の
課
題
と
言
え
よ
う
。
ま
た
黒
澤
の
｢ 地
獄
｣ の
捉
え
方
は
『
天
国
と
地
獄
』
以
降
さ
ら
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。『
乱
』（
一
九
七
六
年
第
一
稿
、
八
五
年
公
開
）
や
『
赤
き
死
の
仮
面
』（
一
九
七
七
年
）
で
は
裏
切
り
と
報
復
が
繰
り
返
さ
れ
る
戦
乱
の
世
そ
の
も
の
を
｢ 地
獄
｣ と
名
付
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
｢ 地
獄
｣ は
す
で
に
『
蜘
蛛
巣
城
』（
一
九
五
七
年
公
開
）
で
｢ 修
羅
｣ と
称
し
て
い
た
も
の
に
相
当
す
る
。
そ
し
て
『
蜘
蛛
巣
城
』
は
『
ど
ん
底
』
と
同
年
に
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
妄
執
の
｢ 地
獄
｣ は
貧
窮
の
｢ 地
獄
｣ と
と
も
に
す
で
に
黒
澤
に
見
据
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
妄
執
や
執
心
の
｢ 地
獄
｣ を
テ
ー
マ
と
す
る
作
品
群
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
7
